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1 合格の 知らせを 聞いた しんじは、その場で 高く 飛び上がった。

このときの しんじの 気持ちは?

ア 落ちこみ イ眠気 ウたいくつ エ 大 喜び こたえ 

2 みちこは 転校生の あやに「一緒に 帰ろう」と 声をかけた。あやの 顔が ぱっと 明るくな

った。

このときの あやの 気持ちは?

アこわい イ悲しい ウ 怒っている エうれしい こたえ 

3 まいごが 母の 手を はなして しまい、あたりを きょろきょろ 見回した。目には なみだが 

浮かんでいた。

このときの この子の 気持ちは?

アほこらしい イうれしい ウたいくつ エ 心 細くて 不安だ こたえ 

4 たろうは 母の たん生日に 手作りの カードを わたした。母は それを 胸に 当てて ほほえ

んだ。

このときの 母の 気持ちは?

アうれしい イ 迷惑 ウたいくつ エこわい こたえ 

5 町の 明かりが すべて 消え、聞こえるのは 虫の 声だけに なった。

この場面の 様子は?

アにぎやかな 昼だ イとても 静かな 夜だ ウあらしの 朝だ エ 人ごみの 中だ

こたえ 
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6 「僕が 割ったんです。」こうたは、先生の 目を まっすぐ見て 言った。言い終わると、

胸が すっと 軽くなった。

胸が 軽くなったのは なぜ?

ア 走って つかれたから イ 割ったのが うそだったから ウ 正 直に 言えたから

エ 先生に ほめられたから こたえ 

7 図工の 絵を 先生に ほめられた のぞみは、ほおを 赤くして にっこりした。

このときの のぞみの 気持ちは?

アほめられて うれしい イ悲しい ウこわい エたいくつ こたえ 

8 かおりは ゴールした しゅんかん、空を 見上げて こぶしを つき上げた。

このときの かおりの 気持ちは?

アゴールへの 不安 イやりとげた 喜び ウ眠さ エ 負けた くやしさ こたえ 

9 風が うなり、窓ガラスが がたがたと 音を 立てた。

この場面の 外の 様子は?

アよく 晴れている イあらしのように 荒れている ウ雪が しんしんと 降る

エ 静かな 夜だ こたえ 

10 宿 題を 家に 忘れた けん。先生の 顔を まともに 見られず、こそこそと 席に ついた。

このときの けんの 気持ちは?

アばつが 悪く 気まずい イうれしい ウほこらしい エわくわく こたえ 

ぼく わ せんせい め み い い お

むね かる

むね かる

はし わ しょうじき い

せんせい

ずこう え せんせい あか

きも

かな

そら みあ あ

きも

ふあん よろこ ねむ ま

かぜ まど おと た

ばめん そと ようす

は あ ゆき ふ

しず よる

しゅくだい いえ わす せんせい かお み せき

きも

わる き



11 ゆうこは 犬のシロが 病気になり、毎日 かん病した。三日目の朝、シロが しっぽを 振っ

て 立ち上がった。ゆうこの 目に なみだが 浮かんだ。

この なみだは どんな なみだ?

アこわくて 出た なみだ イうれしくて 出た なみだ ウ眠くて 出た なみだ

エくやしくて 出た なみだ こたえ 

12 まりは 大切な ハンカチを なくした。ポケットを 何度も さぐったが、見つからない。

このときの まりの 様子は?

ア 困っている イいばっている ウよろこんでいる エ眠い こたえ 

13 ほじょりんなしの 自転車に 初めて 乗れた ひろと。「やった!」と 大きな 声を 上げた。

このときの ひろとの 気持ちは?

ア悲しい イたいくつ ウこわい エできて うれしい こたえ 

14 合格発 表の 前、しんは 胸が どきどきして、掲示板を まともに 見られなかった。

このときの しんの 気持ちは?

アたいくつ イきんちょうと 不安 ウ 大 喜び エ眠気 こたえ 

15 弟が 熱を 出した 夜、姉の ゆいは 何度も おでこの タオルを かえてあげた。

ゆいの 様子から 分かるのは?

ア 弟が 嫌いな こと イ 怒っていること ウ 弟を 心配し 大切に していること

エ眠くて 早く 寝たこと こたえ 
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16 けんじは 弟に 大切な本を やぶられた。どなろうと したが、弟の 泣きそうな顔を 見

て、言葉を 飲みこんだ。

「言葉を 飲みこんだ」とは?

ア 本を 読み上げた イ 大声で どなった ウ 言いたいことを 言わずに がまんした

エご飯を 食べた こたえ 

17 誕生日に 欲しかった 本を もらい、けいこは 何度も「ありがとう」と 言った。

このときの けいこの 気持ちは?

ア眠い イがっかり ウとても うれしい エこわい こたえ 

18 山の 木々が 赤や 黄色に そまり、風に 乗って 落ち葉が まっていた。

いつの 季節?

ア 秋 イ 春 ウ 真冬 エ 真夏 こたえ 

19 廊下の 電気が 消え、あたりは 真っ暗に なった。ゆみは 息を 止めて じっと 立ちすくん

だ。

このときの ゆみの 気持ちは?

ア眠い イ 楽しい ウこわい エうれしい こたえ 

20 友だちを 怒らせて しまった あき。ずっと 元気が なく、下を 向いたままだった。

このときの あきの 気持ちは?

ア 楽しい イこうかいして 落ちこんでいる ウわくわく エほこらしい こたえ 
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こたえ　しょう4 こくご「物語を 読む(場面・人物)」 その3

1  エ 大喜び

2  エ うれしい

3  エ 心細くて 不安だ

4  ア うれしい

5  イ とても 静かな 夜だ

6  ウ 正直に 言えたから

7  ア ほめられて うれしい

8  イ やりとげた 喜び

9  イ あらしのように 荒れている

10  ア ばつが 悪く 気まずい

11  イ うれしくて 出た なみだ

12  ア 困っている

13  エ できて うれしい

14  イ きんちょうと 不安

15  ウ 弟を 心配し 大切に していること

16  ウ 言いたいことを 言わずに がまんした

17  ウ とても うれしい

18  ア 秋

19  ウ こわい

20  イ こうかいして 落ちこんでいる


